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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに        

 ダムやトンネル等の建設工事における岩盤判定は，一般的に「岩片の硬さ」，「割れ目の間隔」，「割れ目の状

態」の組合せによって行われるが，岩片の硬さは岩検ハンマーの打診によるため定性的評価となっている．そ

こで，岩石および岩盤の弾性係数を原位置にて迅速かつ簡便に取得可能な打球探査法を用いた岩盤判定時の定

量的判定方法が提案・試行されている 1）．今回，打球探査法による岩盤判定をロックフィルダム建設工事の岩

盤判定に適用したので，その適用実績について報告する． 

２．打球探査法の概要２．打球探査法の概要２．打球探査法の概要２．打球探査法の概要        

 打球探査法は，加速度計を取り付けた金属性の球形ハンマー

（直径 5ｃｍ）で対象となる岩石または岩盤を打撃し，打撃し

た時の接触時間 Tから Hertz の理論式を用いて弾性係数を算出

するものである．写真－1にハンマー，図－1，2にそれぞれ打

球探査時の加速度波形のイメージ，Hertz の理論式を示す． 

３．３．３．３．実施工へ実施工へ実施工へ実施工へ適用適用適用適用するために実施したするために実施したするために実施したするために実施した改善改善改善改善点点点点        

 打球探査法を実施工に適用するために実施した改良点を以下

に示す． 

（1）統計処理による取得データの精度向上 

岩盤判定は，「岩片の硬さ」，「割れ目の間隔」，「割れ目の状

態」の組合せによって評価されるため，D，CL，CM’，CM， CH

級の各材料区分の弾性係数は明確に分かれずに重複する．また，

岩盤判定を実施する岩盤面には割れ目が存在するため， 1 点の

みの判定では打撃箇所の代表値としては判定精度が低くなる．

そこで，判定精度の向上を目的として統計処理機能を付与した．

統計処理を行うための測定点数は 29 点とし，上下各 2点を除い

た 25点の平均値を採用することとした． 

（2）GPS 機能による測定位置の記録 

近年，土木工事において CIM（Construction‐Information

‐Modeling，Management）に対する取組みが積極的に行われて

おり，施工時の取得データに対する測定位置の記録が重要とな

っている．そこで，打球探査装置に GPS 機能を付与した．GPS

による測定位置データはデータシートに記載されるシステムと

した． 

４．打球探査法を用いた岩盤判定の適用実績４．打球探査法を用いた岩盤判定の適用実績４．打球探査法を用いた岩盤判定の適用実績４．打球探査法を用いた岩盤判定の適用実績    

打球探査法を用いた岩盤判定は写真－2に示すように5×5メ

ッシュ点でデータを取得した．打球探査法による岩盤判定時の 

判定基準は，基礎掘削の初期段階に発注者によって判定された 
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写真－１ 球形ハンマー 

 

図－１ 岩盤硬さの違いによる波形差 

 

図－2 Hertz の理論式 
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岩級区分と打球探査法で取得した弾性係数から求めた相関関係

から設定した．各岩級区分の弾性区分範囲と判定基準を図－3

に示す．既往の検討のように弾性係数分布には重複領域が確認

されたが，各岩級の弾性係数の平均値には相関関係が得られた．  

 実施工にて用いた打球探査法による岩盤判定データシートを

図－4に示す．25 点の測定結果を統計処理することにより，ば

らつきの影響を除いた測定値を取得できていることが確認でき

る．また，基礎掘削工では D,CL 級岩盤をコア粗粒材，CM’級以

上の岩盤を内部ロック材として流用する計画であったため，判

断基準により材料判定を行うための図－5 に示す材料判定シー

トを整備した．実施工では，約 140 万ｍ3の基礎掘削において「岩

片の硬さ」，「割れ目の間隔」，「割れ目の状態」の組合せによる

従来の岩盤判定を実施したが，全 517 箇所の岩盤判定において，

従来の判定結果と打球探査法による判定結果は 92.3％の割合

で合致しており，打球探査法により定量的評価が可能であるこ

とが確認できた． 

５５５５．．．．おおおおわりにわりにわりにわりに        

 打球探査法を実際のロックフィルダムの基礎掘削時における

岩盤判定に適用し，岩盤判定時の参考値として活用した．本報

告が今後の土木工事の岩盤判定，材料判定の定量的評価手法と

して活用されれば幸いである． 
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写真－2 打球探査法の実施状況 
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図－3 岩級区分と弾性係数の関係 

GPS アンテナ 

 

図－4 打球探査結果のデータシート 

 

図－5 材料判定シート 

29 点の測定 

※上下各 2 点除く 
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